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1．背景と課題 

 東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所の事故を契機として，再生可能エネルギーを

活用した持続可能な社会の実現が喫緊の課題として位置づけられるようになった。そこで，

再生可能エネルギーの普及を強力に推進するべく，2012 年より再生可能エネルギーの固

定価格買取制度（FIT）が施行されている。 

再生可能エネルギーの中でも小水力発電には，太陽光発電等と比べコストパフォーマン

スに優れ，豊かな水資源を活用できるというメリットが存在する。また，小水力発電の導

入は農業水利施設の維持管理コストの節減による土地改良区の財政状況の改善（可能性①）

や，地域資源を利用した新たな産業による農山村の活性化にもつながる可能性がある（可

能性②）。さらに，高度経済成長期以降に進められた農村整備の結果，人々の生活は「遠い

水」1）に依存するようになり，農業用水を含む地域の水に対する関心は薄れてきた。小水

力発電の導入は水に対する地域社会の関心を取り戻すきっかけとなる可能性も秘めている

（可能性③）。 

 そこで本報告では，多くの小水力発電所が存在する中国地方の岡山県において，固定価

格買取制度への対応を中心に既設の小水力発電の現状を把握すると共に，上記の 3 つの可

能性について検討する。 

2．調査の概要 

 岡山県内の 3 つの小水力発電の事業実施主体（西粟倉村，香々美川土地改良区，JA 津

山）を対象に，2014 年 5～7 月に関係者への聞き取り調査を行った。主な調査項目は小水

力発電の設備と運営の状況，FIT への対応，小水力発電に対する地域住民の認識である。  

3．結果と考察 

 調査対象事例の小水力発電所の概要は表 1 の通りである。まず，3 事例はいずれも発電

施設の建設後 40 年以上経過しており老朽化が進んでいたものの，設備更新にかかる多額

の投資が困難な状況にあった。しかし，FIT において既存の小水力発電でも新設とみなせ

る程度の設備更新が行われる場合には制度の対象として認められるようになったことで，

発電設備の更新が可能となり，3 つの事業主体全てで将来にわたり安定した運営を続けら

れるようになった。  

次に，小水力発電の可能性①については，香々美川土地改良区が売電収入で水利施設の

維持管理コストを賄うだけでなく，農業者による支線水路の維持管理にも助成を行ってい

ることから，土地改良区の財政安定に寄与しているといえる。可能性②については，西粟

倉村では小水力発電の他に太陽光やバイオマスなどの再生可能エネルギーの導入を積極的 
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に進めており，これによって新たな雇用の確保や村の活性化につなげようとしている。こ

のことから，小水力発電は地域活性化に大きな役割を果たし得ると考えられる。しかし，

可能性③について，小水力発電が事業実施主体の経営や地域活性化に大きな役割を果たし

ているにもかかわらず，いずれの事例についても小水力発電に対する地域住民の意識は薄

かった。この背景には，発電効率の観点から設備が上流部の山中に置かれ，維持管理も専

門の技術者のみで行われており，さらに発電した電力が全量売電されていることから，住

民と小水力発電との関わりが乏しいという状況が存在する。  

 以上の通り，可能性③については本事例では認められなかった。しかし，報告者がかつ

て調査を行った三重県立梅用水土地改良区では数 kw の出力の発電設備を農業用水路に設

置し，住民が発電した電力を特産品の加工に利用しながら維持管理も自ら行う計画が進め

られている 2）。このようなケースの場合，電力利用と維持管理の面で住民が小水力発電に

深く関わることから，地域社会の小水力発電，ひいては地域の水に対する関心が向上する

と考えられる。この事例と本報告の調査結果を比較すると，小水力発電の今後の展開方向

として，小水力発電自体の採算を重視する「採算性重視型」と地域づくり活動に付加価値

を付ける手段として小水力発電を活用する「付加価値重視型」の 2 つが考えられる。そし

て，採算性と付加価値のどちらを重視した運営を行うかは発電設備の規模に関係すると考

えられる。いずれも出力 200kw 以上の設備を備えた調査対象事例は，基本的には「採算性

重視型」の傾向にあるものの，西粟倉村役場の場合は事業主体が公的機関であるという性

格上，「採算性重視型」と「付加価値重視型」の中間に位置づけられる。  

表－1 調査対象事例の概要と設備  

Table 1. Outline of small- scale hydro-power plants 

発電所名  西粟倉発電所  香々美発電所  桑谷発電所  西谷発電所  

水系河川名  
吉井川水系  

吉野川  

吉井川水系  

香々美川  

吉井川水系  

倉見川  

吉井川水系  

羽出西谷川  

発電主体  西粟倉村役場  香々美川土地改良区  津山農業協同組合  津山農業協同組合  

所在地  西粟倉村  鏡野町  津山市  鏡野町  

発電開始年（年） 1966 1970 1965 1967 

発電形式  水路式  水路式  水路式  水路式  

発電機の種類  フランシス型  フランシス型  フランシス型  フランシス型  

出力 (kw) 280 540 420 480 

使用水量（m3/s） 0.55 0.85 1.1 0.6 

出所：聞き取り調査  
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